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2－1　子ども・子育て支援の充実

担当課 子育て支援課、子育て相談課

主な関係課 福祉課、医療保険課、青少年課、学校教育課、生涯学習課、
学校給食中央共同調理場

基本方針

少子化の流れに歯止めをかけるとともに、家庭環境等にかかわらず全ての子どもが健やかに成
長できるよう、結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の充実を図り、総合的な子育て支援を
推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
「子ども・子育て支援の充実」の

市民実感度※１ ％ 32.0
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

合計特殊出生率※2 － 1.13
（2017年度） 1.46 1.47 1.48 1.50

1歳児を持つ母親への問診票の設問
「育児は楽しいですか」に対し、
“はい”と回答した母親の割合

％ 90.0 調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

現況と課題

◆子育てに関する経済的負担の増加や子育てに対する不安などを理由として少子化が進んでおり、この流れ
に歯止めをかけるための施策の推進が求められています。
◆働く女性や夫婦共働き世帯の増加などによる保育需要の増加や多様化に対応するため、子育てサービスや
子育て環境の充実が求められています。
◆核家族化の進行や女性の就業率、離婚率の上昇などの諸条件により子どもを産み育てる環境が変化し、親
と子の関係の変化から虐待などのさまざまな問題が発生しており、包括的かつ専門的な相談支援体制の整
備が求められています。
◆妊産婦の健康の保持・増進と子どもの健やかな成長が確保されるように、乳幼児健診、相談、教室、訪問
等の支援体制の充実が必要とされています。

※１

※2

「子ども・子育て支援の充実」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は安心して子どもを産み、育てることができるまち
である」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。
合計特殊出生率…15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が生涯に産む子供の平均数を表した数値。48
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
産後1か月頃の母親が回答する

「エジンバラ産後うつ病質問票（EPDS）※3」
の結果が９点以上の母親の割合

% 3.6 調査の都度
低下

調査の都度
低下

調査の都度
低下

調査の都度
低下

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
幼稚園･保育園･認定こども園における

待機児童数 人 ０ ０ ０ ０ ０

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
赤ちゃんの駅※4の常設設置数【延べ】 か所 77 78 80 82 84

施　　策
１．結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援 重点施策（総合戦略）

２．健やかな成長の支援

施　　策
１．子育て支援サービスの充実 重点施策（総合戦略）

２．仕事と家庭との両立の推進

３．支援を必要とする子どもや家庭に対する支援の充実

施　　策
１．子育て支援体制の強化

２．安全・安心な子育て環境の整備

主な関連計画

◇第2期桐生市子ども・子育て支援事業計画（2020～2024年度）
◇桐生市健康増進計画「元気織りなす桐生 21（第 2次）」（桐生市食育推進計画含む）（2013～ 2022年度）
◇桐生市歯科口腔保健推進計画（2017～2022年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の充実

2. 子育て支援の充実

3. 子育て環境の充実

※ 3
※ 4

エジンバラ産後うつ病質問票（EPDS）…産後うつ病の把握のために用いられ、9点以上はうつ病のリスクが高いとされる。
赤ちゃんの駅…子育て中の親子が気軽に立ち寄れ、おむつ替えや授乳ができるスペース。 49
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2－2　介護・高齢者福祉の向上

担当課 健康長寿課

主な関係課 福祉課、医療保険課、新里市民生活課、黒保根市民生活課、生涯学習課

基本方針

高齢者の誰もが住みなれた地域で、自分らしく、いきいきと、安心して暮らせる支え合いのま
ちづくりを目指し、高齢者福祉の向上を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
「介護・高齢者福祉の向上」の

市民実感度※１ ％ 21.5
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆本市の高齢化率※2は、2018年10月1日現在で群馬県内12市の中で最も高い34.9％となっています。今後
も、特に後期高齢者※3が急増することが見込まれており、認知症高齢者や一人暮らし高齢者など、日常生
活において何らかの支援や見守りを必要とする人を地域全体で支える体制づくりが求められています。
◆介護保険事業においては、給付と負担のバランスを維持しながら、必要な財源を確保し、引き続き安定し
た制度運営を実施していくことが課題となっています。

※１

※2
※ 3

「介護・高齢者福祉の向上」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は高齢者にとって暮らしやすいまちである」という質
問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。
高齢化率…65歳以上の人口が総人口に占める割合。
後期高齢者…75歳以上の高齢者。50
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
認知症サポーター※4数【延べ】 人 14,545 16,500 17,500 18,500 19,500

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
シルバー人材センターの会員数【延べ】 人 574 610 610 620 620

介護予防教室の参加者数 人 463 480 490 500 500

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
介護保険料の収納率 ％ 96.5 96.5 96.5 96.5 96.5

施　　策
１．地域包括ケア※5の推進 重点施策（総合戦略）

２．尊厳ある暮らしに向けた支援

３．支え合いのしくみづくり

施　　策
１．社会参加と生きがいづくりに向けた支援

２．介護予防・重度化防止の推進 重点施策（総合戦略）

施　　策
１．介護保険サービスの確保

２．介護認定の円滑な運営

３．保険財政の適正運用

主な関連計画

◇第7期桐生市高齢者保健福祉計画（2018～2020年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 高齢者福祉の充実

2. 社会参加と生きがいづくりの推進

3. 介護保険制度の適正運用

※ 4
※ 5

認知症サポーター…認知症について正しく理解し、認知症の人とその家族を見守る応援者。
地域包括ケア…医療や介護が必要な状態になっても、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること
ができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される支援体制。 51
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2－3　障がい者福祉の向上

担当課 福祉課

主な関係課 健康長寿課、子育て相談課

基本方針

障がい者が地域で安心して暮らせる社会の実現を目指し、障がい者福祉の向上を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「障がい者福祉の向上」の市民実感度※１ ％ 8.3
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆障がい者の自立を支援するため、在宅生活支援や就労支援の充実が求められています。
◆障がい者一人ひとりが適切なサービスを利用できるための相談支援体制の充実や障がい児支援の強化が求
められています。
◆障がい者の積極的な社会参加の促進と障がい者に対する市民意識の啓発を行い、社会全体が障がい者とと
もに生きるという支え合いの体制づくりが必要となっています。

※１ 「障がい者福祉の向上」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は障がいのある人にとって暮らしやすいまちである」とい
う質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。52
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
障害福祉サービス※2の利用件数 件 1,385 1,438 1,468 1,488 1,500

地域生活支援事業※3の利用件数 件 6,127 8,029 8,229 8,479 8,679

障害児通所支援事業※4の利用件数 件 143 159 162 164 166

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
地域で生活する障がい者の割合 ％ 96.94 96.99 97.02 97.05 97.08

施　　策
１．自立支援と在宅生活支援の充実

２．就労支援の充実

３．社会参加の促進

施　　策
１．障がいについての理解の促進

２．暮らしやすい環境整備の推進

主な関連計画

◇桐生市第5期障害福祉計画・第1期障害児福祉計画（2018～2020年度）
◇桐生市障害者計画（2012～2021年度）

1. 障がい者支援の充実

2. 暮らしやすい環境づくりの推進

※ 2

※ 3

※ 4

障害福祉サービス…「障害者の日常生活を総合的に支援するための法律」に基づく障害福祉サービス（ヘルパーや生活介護、就労系
サービス、施設入所、グループホームなど）および相談支援。
地域生活支援事業…「障害者の日常生活を総合的に支援するための法律」に基づき、地域の実情に応じて市で定める各種支援事業（日
常生活用具の給付や移動支援、手話通訳・要約筆記者の派遣など）。
障害児通所支援事業…「児童福祉法」に基づく障害児通所支援（放課後等デイサービス、児童発達支援、保育所等訪問支援など）
や障害児入所支援、および相談支援。 53
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2－4　地域福祉の向上

担当課 福祉課

主な関係課 健康長寿課、子育て相談課、新里市民生活課、黒保根市民生活課

基本方針

地域共生社会※ 1 の実現や「市民の誰もが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことので
きる地域づくり」を目指し、地域福祉の向上を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「地域福祉の向上」の市民実感度※2 ％ 31.3
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆地域共生社会※1の実現に向けて、「我が事・丸ごと」の地域づくりと、包括的な支援体制づくりを推進す
ることが必要です。
◆市民一人ひとりが、地域福祉の担い手であることを認識し、住民主体による地域課題の解決力を強化する
体制づくりが必要です。

※１

※2

地域共生社会…制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」
として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をと
もに創っていく社会。

「地域福祉の向上」の市民実感度…市民の声アンケートの「お住まいの地区には困っている人を見かけたときに声をかけたり協力
したりしやすい雰囲気がある」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。54
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
桐生市ボランティアセンターへの

登録者数 人 39 41 43 45 47

桐生市ボランティアセンターへの
登録団体数 団体 92 94 96 98 100

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
地域住民の交流などを目的とする
サロン活動の実施団体数 団体 66 70 75 80 85

施　　策
１．地域福祉活動の促進

２．地域福祉の啓発

３．婚活支援等による若者の支援

施　　策
１．地域福祉活動の体制強化

２．地域福祉の拠点整備

主な関連計画

◇第3次桐生市地域福祉計画・第3次桐生市地域福祉活動計画（2020～2024年度）
◇桐生市自殺対策計画（2019～2023年度）

1. 地域福祉活動の推進

2. 地域福祉活動拠点の充実

55
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2－5　健康づくりの推進

担当課 健康長寿課、子育て相談課

基本方針

市民一人ひとりの健康寿命※１の延伸を図るため、生活習慣病の予防や食育の推進などを図り、
市民の健康づくりを推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「健康づくりの推進」の市民実感度※2 ％ 55.8
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

健康寿命※１（男性） 歳 78.10
（2016年度）

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

健康寿命※１（女性） 歳 82.05
（2016年度）

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

現況と課題

◆全ての市民が、生涯を通じて、心身ともに健康で質の高い生活を送るためには、「健康寿命※１の延伸」を
実現することが重要です。
◆生活習慣に起因する主な疾病として、悪性新生物・心疾患・脳血管疾患があり、これらが2016年中の本
市における死因全体の52.3パーセントを占めています。
◆生活習慣病の早期発見や早期治療による重症化予防のため、新わたらせ健康診査※3（特定健康診査※4な
ど）、各種がん検診、特定保健指導※5を実施していますが、受診率・実施率は低く、周知方法の工夫や受
診しやすい健診体制の整備が必要です。
◆歯科口腔に関する健康格差をなくし、生涯にわたって健康で質の高い生活を確保できるよう、歯科口腔保
健施策を計画的に推進していくことが必要です。

主な関係課 スポーツ振興課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課、
学校給食中央共同調理場

※１
※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

健康寿命…健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。
「健康づくりの推進」の市民実感度…市民の声アンケートの「自分は心身ともに健康的な生活を送ることができている」という質
問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。
新わたらせ健康診査…桐生市で実施している 40歳以上の国民健康保険加入者を対象とした「国保特定健康診査」、75歳以上の後期
高齢者医療制度加入者を対象とした「後期高齢者健康診査」、40歳以上の医療保険未加入である生活保護受給者等を対象とした「健
康増進法健康診査」の総称。
特定健康診査…40歳から 74歳までの人を対象とした、生活習慣病予防のためのメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に
着目した健康診査。
特定保健指導…特定健康診査の結果、生活習慣病の発症リスクが高い人に対して、医師や保健師、管理栄養士などが生活習慣の改善
に取り組めるよう支援を行うもの。56
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

特定健康診査※4の受診率 ％ 39.8
（2017年度） 50.0 55.0 58.0 60.0

がん検診の受診率※6 ％ 11.1 30.0 40.0 50.0 50.0

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
市民の声アンケートの設問「継続的に
運動（散歩やラジオ体操など、意識して
体を動かすこと）をしていますか。」
に対し、“している”と回答した人の割合

％ 52.0
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

施　　策
１．生活習慣病予防の推進 重点施策（総合戦略）

２．生活習慣病の重症化予防 重点施策（総合戦略）

施　　策
１．保健事業の充実 重点施策

２．健康づくり拠点の充実

主な関連計画

◇桐生市健康増進計画「元気織りなす桐生 21（第 2次）」（桐生市食育推進計画含む）（2013～ 2022年度）
◇桐生市歯科口腔保健推進計画（2017～2022年度）
◇桐生市国民健康保険第3期特定健康診査等実施計画（2018～2023年度）
◇桐生市国民健康保険第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）（2018～2023年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 生活習慣病予防と重症化予防の推進

2. 生涯を通じた健康づくりの推進

※6 がん検診の受診率…市が実施している 5種類のがん検診（子宮がん検診（20～ 69歳）、大腸がん・肺がん・乳がん検診（40～ 69歳）、
胃がん検診（50～ 69歳））の受診率の平均。 57
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2－6　地域医療の充実

担当課 広域連携推進室、医療保険課

基本方針

市民が適時適切に医療サービスを受けられるよう、桐生厚生総合病院をはじめとする地域医療
の充実を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「地域医療の充実」の市民実感度※１ ％ 43.0
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆近年、軽症患者が救急医療を安易に受診する「コンビニ受診※2」等により、勤務医師の負担が増大して
います。
◆勤務医師の負担を軽減するため、症状に応じた医療機関の適正な受診が課題になっており、病院と診療所
との連携や高度・専門的な治療に対応できる二次救急医療体制※3の充実などが求められています。

◆桐生厚生総合病院においては、「がん診療連携拠点病院※4」や「地域医療支援病院※5」など地域の中核病
院として位置づけられていますが、常勤医師が不在の診療科目があるなど、診療体制の充実が求められ
ています。

主な関係課

※１

※ 2
※ 3

※ 4

※ 5

「地域医療の充実」の市民実感度…市民の声アンケートの「お住まいの地区には安心してかかることができる医療機関（病院や薬
局など）が充実している」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。
コンビニ受診…一般的に外来診療をしていない休日や夜間に、緊急性のない軽症患者が救急外来を自己都合で受診する行為。
二次救急医療体制…入院治療の必要がなく、外来で対処しうる帰宅可能な軽症患者に救急医療を提供する一次救急医療体制では対応
できないような、入院治療や手術を必要とする重症患者を 24時間体制で受け入れ対応する救急医療体制。
がん診療連携拠点病院…全国どこにおいても質の高いがん医療が受けられるよう、各都道府県や地域のがん診療の中核病院として
国から指定された病院。
地域医療支援病院…地域で必要な医療を確保し、地域の医療機関の連携等を図る観点から、かかりつけ医等を支援する医療機関とし
て都道府県が承認する病院。58
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
市民の声アンケートの設問

「かかりつけ医（歯科医を含む）を
決めていますか。」に対し、

“決めている”と回答した人の割合
％ 85.0

（2019年度） － 調査の都度
向上 － 調査の都度

向上

施　　策
１．病院と診療所の連携強化

２．救急医療体制の充実

３．桐生厚生総合病院の機能の充実 重点施策

1. 地域医療の充実

桐生厚生総合病院

59
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2－7　生活支援・社会保障の充実

担当課 納税課、健康長寿課、福祉課、医療保険課

主な関係課 子育て支援課、子育て相談課

基本方針

市民の生活基盤の安定化を図るため、福祉の自助・互助・共助・公助のうち、共助の要となる
国民健康保険や公助の要となる生活保護等の社会保障制度についての適正な運用を推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
「生活支援・社会保障の充実」の

市民実感度※１ ％ 7.3
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆生活保護や生活困窮者自立支援に関する相談支援の場面では、相談者のさまざまな生活課題を的確に把握
した上で、活用できる資産の有無の確認を行うとともに、関連する法・制度等を活用し支援していく必要
があり、窓口相談における幅広い知識が求められています。
◆国民健康保険の健全運営のため、国民健康保険税の適正な賦課や収納率の向上に努めるとともに、保険給
付と生活習慣病予防の両面から医療費の適正化に取り組むことが課題となっています。また、福祉医療費
助成事業を適正に運営し安定化を図ることも課題となっています。

※１ 「生活支援・社会保障の充実」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は経済的に弱い立場の人の生活を支える仕組みや自
立を促す仕組みが整っている」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。60
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
フードバンク桐生と食品の提供に関する
協定を結んだ企業・団体数【延べ】 件 ３ ５ ６ ７ ８

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
国民健康保険税の賦課割合
（応能割合・応益割合） － 48:52 49:51 49:51 50:50 50:50

国民健康保険税（現年度）の収納率 ％ 93.66 95.17 95.17 95.17 95.17

特定健康診査※2の受診率【再掲】 ％ 39.8
（2017年度） 50.0 55.0 58.0 60.0

特定保健指導※3の実施率 ％ 10.4
（2017年度） 50.0 55.0 58.0 60.0

施　　策
１．生活保護受給世帯の自立支援

２．生活困窮者等への支援

３. 子どもの居場所づくり

施　　策
１．国民健康保険財政の健全化

２．保健事業の充実

３．福祉医療費助成事業の適正運営

1. 生活支援の充実

2. 国民健康保険の健全運営

主な関連計画

◇桐生市国民健康保険第3期特定健康診査等実施計画（2018～2023年度）
◇桐生市国民健康保険第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）（2018～2023年度）

※2

※3

特定健康診査…40歳から 74歳までの人を対象とした、生活習慣病予防のためのメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に
着目した健康診査。
特定保健指導…特定健康診査の結果、生活習慣病の発症リスクが高い人に対して、医師や保健師、管理栄養士などが生活習慣の改善
に取り組めるよう支援を行うもの。 61
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